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相模湾海底ステーション（ＯＢＢ）における
地磁気全磁力経年変化の検出
～1991年の実験～

小泉金一郎＊1　瀬川爾 朗゛l

相模湾に殷ぼされた海底観測ステージ・ンｏＢＢ Ｎ０． １において，珀磁気全繦力

の柾年変化の検出を行った．この洲定は，198e年－1990年にも行われたが（小泉・

瀬川，本号1，絶対値の変化を袂出するにはいたらなかった.1991 年に種々方法を

改良の上．再ぴ央験を行い，一応，経年変化らしい靤を碍ることができた．この実

驗は潜水船「しんかいｓ00 」の589潜航によって実施された.

j自翩気全磁力の変化は，随上の４つの観測点，柿岡，松崎，御前崎，鹿屋に対し

て，海底の碵がいかに変化したかを調べることによって行った．この結果，1990年

11月より，1991年11月までの13ヶ月の間に．御底のｏＢＢＮ０.1 上の全磁力は，柿

閊に対して，？nT 減少，松崎に対して， ｈＴ 増加，御加崎に対して２ｎＴ 増加，

鹿屋に対して. 3nT 増加したことがわかった．このデータは昼間】2時から14時の

間のものなので，地磁気日変化の大きい時同幣のものであるから．経年変化を知る

ためには都合が悪いものであるが，最初の結果として盒ａ があると考えられる．こ

れらの巵頼性については，今枝.ll 究を続けていく予定である．

Detection  of Secular Cliange of Geomagnetic  Total Force  on  the

Ocean  Bottom  Station in the Sagaini Bay,  Japan

~An  Experiment of 1991 ~

Kin-ichiro KOIZUMI*2  Jiro SECAWA*2

Sceular  changes  of  geomagnetic  lota! force  were  delected  on  the  Ocean

Bottom  Station OBB  NO.  1 installed in the Sagami  Bay,  Japan.  This  experi-

ment  was  first carried out between  1989  and  1990  (Koizumi  and  Segawa,  this

issue), but  detection  of  the changes  of  absolute  value  was  not  possible. In

1991  the  experiment  was  repeated  after improving  jn several points and  we

could  dctect possible yearly changes  of geomagnetic  total foicc on  the Occan

Bottom  Station. This  experiment  was  conducted  by  589th  dive  of  Shinkai

2U00  submersible.

Changes  of  geomagnetic  total force  on  the  sea floor  in the  Sagami  Bay

were  evaluated  ≪elalive to that at  geomagnetic  obsetvatoiies  on  land,  I. e..

Kakloka,  Matsuzaki,  Ontaezaki  and  Kanoya  The  results are as follows : The
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sea  floor value  decreased  by  7nT  in relation to  Kakioka,  but  ii increased  by

InT,  2nT  and  3nT  in relation to Matsuzaki,  Omaezaki  and  Kanoya,  respec-

tively. it is difficult to explain why  the value  relative to Kakioka  only showed

the  tendency  of decrease  Since  the measurements  on  the sea floor were  car*

tied out  at the daytime  they  are not favourable  for the detection  of  secular

change.  However,  our results arc meaningful  as the first one  obtained  on  the

sea  floor.

１．は じ め に

1987 年 に相模 湾の位 置35'00.6'Ｎ，139‘16.25'

(WGS84 測地系)，深さ1359・ に設置した 海底観

測ステージ●ン ＯＢＢ Ｎ０.1 (瀬jll ・藤本，1988)

上において，1989年以来，プロトン磁力計による

地磁気全磁力の定点観測を行っている。1991 年に

は，潜水船『しんかい2000』の589潜航により第

３回 目の澗定 を行った。海底観測ステーション

は，非磁性の材科でで きており･，地磁気測定に適

合するように設計されているが，1989年の観剛で

は，ステーションの測位のために使われた音響ト

ランスポンダーを抜き取ることができず，そのト

ランスポンダーの彭容が，自然の磁場を乱してい

た疑いがあり，全磁力 の時間変化をはかる目的に

は使えないことになった。1990 年の第２回目の測

定で は，碚場を乱すトランスポンダーは取り除

き，その他，碚力計も種々の点で改良されて( 小

泉・瀬川，本号) 儷顋のおけるデータを得ること

ができた。1991 年の実験では，測定時問が約２時

問で，十分とはいえないけれども，199Q年の測定

と全く同じ位置およぴ状態で測定することがで

き，地磑気年変化を知ることができた。同時に，

この年の測定では，前年まで １分であ,。た地磁気

測定間隔を20秒として， より繃かな測定を行っ

た。この側定により，１分詞隔の測定でみられた

±３ｎＴの値のアパレは，20 秒閧隔でみると連続

した周期的変化を示しており，このアバレは，測

定誤差ではなくて，実際の磁場の時間変化である

ことを確かめた。

２．測定の結果

表ｌに，瀰定の経過をまとめる。

1989年, 1990 年のil!|』定については。小泉・瀬川

(1990)，小泉・瀬川(1992 ，本号) を参照された

い。1991年には，約２時111j，20 秒間隔での韶定か

できた。この結果の一部を図１に示す。最大=t３

ｎＴ の振巾で周期約10分の変化は，１分lll隔の測

定のときには単なるパラツキのように見えたが，

20秒間隔のデータにより，これが連絞した変化で

あることがわかった。1990 年のデータを比較する

際，松崎と御前崎の気象庁臨時観測点のデータも

使用したが，こ れらの靤上のデータも岡程度のア

パレを示している。今回のll』定と陸上のデータの

状態から判断して，地疸気の短周期のアパレは，

相模i弯周辺，伊豆，東海地域における人エノイズ

が海底に も伝播しているためであ ると解釈され

る。

図２から囹15 には｡1991 年の海底観洲結果と，

柿圖。松崎，御前崎，鹿屋の陸上４観測点のデー

タとの比較を示した。これらの陸上観測点の位置

は，小泉・瀬川(1992, 本号）を参照されたい。

これらの図には，参考のために1990年の結果も合

わせて図示されている。1990 年には，25時問のデ

ータ，1991 年には２時到のデータであり，データ

の長さに差があるが，今回は，この点は問題にし

ないことにする。

図２の柿岡のデータとの比較をみると，199｛｝年

の11月７日1】時50 分から11月８日13時20 分の間に

お け る 海 底デ ー タ （ＯＢＰ） か ら柿 鬨デ ー タ

(KAK) を引い た硅譱 の佃 は｡ ＋27nT から 十



図1　1991 年nJ125 日 に ｒし ん か い2000j に よ っ て

ＯＢＢ Ｎ０. 1 上 に 跂 置 し た プ ロ ト ン 磁 力 訝 の 記li

の 一 劔 。 測 定 間 隔 は20 秒 。 記 録 は12 時 か ら13 畤

ま で の も の 。0.5nT の 値 の} ピ を 無 視 す れ ぱ ，

全 体 と し て ， 周 期10 分 位 ， 振 巾 ± ２ｎＴ 位 の 紅 圃

期 嚢 ｔ が み ら れ る 。12 畤 直 談 の 大 き な 変 化 は 濳

水 船 が 雄 れ る と き の 変ll;.

Fi畧I　An e χａ●ｐｌｅ ｏｆ ａ ｅ data obtained ｏｎ ２５ Ｎｏｖｅ羞･

bでr 1991 by lhe proton ｍ㎎nele 岡ｌterinslal 】ed

ｃｉ OBB Ｎ０. 1.  Interval ａｆ ｍｅａｓｕremen1 20

seconds.  Short  period variations ｗilh t ｂｅ ａ皿･

ptitudc a1 2nT and μi･igd cl about 10 『nin are

(・<served f ｒ９･it the  record between １２● ａｌｄ 13".

jl±O.SnT j ●mps 01 1he values are ｌｅｇｌｅｅted. Ａ

ｌａrＳｅ ｃｈａｎｇ recorded just llEer 】211 1s the

change ｃａused by lhe 皿ｏｖenlelt ol the s ●ｂ･

ｓｅrsjble.

2lnT の剛で変化している。1991 年の11 月25日12

時03 分から14 時ｎ 分の|IUの同様の差は，豹 ＋

19nT の値を示す。 １日の同じ畤|IU帶での比較で

は，1990年には，＋26nT ，1991 年には＋19nT で

あるから。この限りにおいては，柿岡は変化して

いないとすると，この一年間の地磁気仝磁力の局

地的変化は，－7,1T ということになる。

図３では，梅底のデータOBP と松崎鯢測点 の

デ ータ ＭＡＴ が比較されている。1990 年のＯＢＰ

データは ＭＡＴデータより680－685nT 大きい俯

を示しているが，1991年の ＯＢＰと ＭＡＴの差も。

これとほぽ|司じレベルである。12畤から14畤の･1j

の比較では，1990年には，差が68211T，1991年に

は683・Ｔとなる（グラフが重ならないように，図

３では縦i蚰のスケールをずらしてあることに注

意）。この結果によれば，松崎の値を固定すると，

1991年には海丿岐のデ ータは約l nT 増えたことに

なり，柿|囘との比較とは逆のセンスになる。図４

¶　¶¶-●

図 ２　 海 廠 観 測 ス テ ー シ ョ ン 上 の 地 磁 気 全 碚 力 と ， 随

上 デ ー タ （柿 閾 ） と の 比 較 。OBP は ，1990 年11

月 ７ 日 － ８ 日 お よ び1991 年11 月25 日 に 観 測 さ れ

た 海 底 観 測 ス テ ー ジ 。 ン 上 の 地 磁 久 変1ﾋ 。KAK

は ， 同 時 期 の 柿 岡 に お け る 地 礎 気 変 化 。

ＯＢＰ-ＫＡＫ は ， 海 底 の デ ー タ か ら 芻 岡 の デ ー タ ー

を 引 い た 残 差 。 縦 粕 は ｎＴ. 槙 紬 は 畔 間 。

Ｆｉｇ. 2　Comparison of the 皿ｅｏｍａ粐 ｅtic 101al force

obsel･ ｖｅｄ ｏｌ t ｈｅ Ocean Bottom Observation

Station ｗil ● lhe dSa al lhe Kakioka

Cec ●lagnelic Obs Ｉr. ａt・ry.

ＯＢＰ : Ｇｅｅyｌ ㎎nelic v 畠rｉａｌｉｏｎ on the Ｏｃｅｌ ｎ Ｂｏt･

le ● Station between 7 and 8 November

1990 ald on 25 November  1991.

KAK : Geomagnetic variation ａｉ ｌｈｅ

Kakiolea Ｇａ）ｓａ黔elic （）ｂｓｅrv ａｌｏry in lhe

sI ほe period. ’

OBP-KAK : Residual Ｓｅｏ篦ag ●elic variation by

ｓlblraclilS KAK Ir ｏ讀 ＯＢＰ.

Ordinates in nT.  Abscissas in ho ｕr，

は，海底のデータと御前崎のデータとの比較を示

す。1990年には，その差は約324nT である。1991

年には差は£?32&iTとなる。したがって，同様の

考えにより. 1991 年には海底の地磁気は２１Ｔほ

ど大きくなったことになる。図５は海底データと

鹿屋のデータとの比較である。相模湾と九州の鹿

屋では経度が大きく異なるので，昼間のSq によ

る地磁気変化は位相が異なる。12時－14時の問で

比較すると，1990年には，海底のデータは鹿屋の

データよりも約271T 大きく. 1991年には約30nT

大きい。したがって。この場合，海底の地磁気の

増加は３ｎＴとなる。

以上の結果 をまとめると，相模湾海底OBB

Ｎ０.1 上での地磁気全磁力の変化は，柿閥の地磁

気観測所を不変とした場合，1990 年の11月から

1991年11月までの約13 ヶ月|llで？ｎＴ隹が減少し



圜 ３　 海 底 槻 測 ス テ ー シ ョ ン｡ 廴の 地 磁 気 全 磁 力 と ， 淕

上 デ ー タ ｛松 崎 ｝ と の 比 歓 。 ＭＡ Ｔ Ｉよ松 崎 観 測 所

の デ ー タ,  OBP-MAT は 海 底 の デ ー タ か ら 松 崎

の デ ー タ を 引 い た 残 差 。 他 の 記 号 は ， 図 Ｚ と『i･l

じ 。

Fig. ３　 Ｃｌ ｍｐａriｓｌｌ ｏｆ t ｂｅ ｇｅｃ●ｌａｇｌｅｌｉｃ total ｌａrｃｅ

observed ol the Ｏｃｅａ● ＢｏＵｃｓ Obser ｖltion

Station with the dala of lhe Mal ｓｕzaki

Observatory.

Ｍ ＡＴ : Ｇｅｏｍａｇｌｅtic variation at ｌｈｅ Maluszafci

obser ｖａｌｏり･･

OBP-MAT : Re ｓidu ａｌ ｇｅｏ・ ㎎ ｎｅｌｉｃ variation b ｙ

subtracting  MAT from ＯＢＰ.

ｎ･1 ●r notations follow Ｆ;● 2

図 ５　 海 底 観 測 ス テ ー シ ョ ン 上 の 地 磁 気 仝 磁 力 と 陸 上

デ ー タ （鹿 屋 ） と の 比 紋 。 ＸＮＹ は ， 鹿 屋 覿 測 所

の デ ー タ 。 ＯＢＰ-ＫＮＹ は ， 海 底 の デ ー タ か ら 鹿 屋

の デ ー タ を 引 い た 双 差 。 他 の 記 弓･は ， 図 ２ と 同

じ 。

Fi＆ ５　 ＣＱｍｐｌrisｏｎ ｏｆ tｈｅ ａｅｏｍ㎎nelie toU1 101･ ｃｅ

observed on ｌｈｅ Ocean Bottom Observation

Slaliol wilh the data ol the Kaney ａ Ｏｂserｖａ･

10ry･

KNY : Geomagnetic ，･ariation al the Kanojra

Ｏｂsｅrvａｌｏrｙ，

OBP-KNY : Residual Ｓｅｏ皿lapelic v ａrjllien 叭･

sｕbﾋr?cting  KNY  from OBP.

01 ●ｅｒ nolaliol ｓ follow Fig. 2.

てい ることになるが，他の観測点，松崎，御前

崎，鹿屋との比較では，いづ れも。海底の値が，

増大しているという結果になり，柿岡に対するも

のとは迎の結論力qSられる。その増加最は松崎に

対してｌ nT, 御前崎に対して ２ｎＴ，鹿屋に対し

て３ｎＴとなる。

３．嬲　　 辞

本IUI究をすすめるに当たり，海洋科学技術セン

ターのi聲水船「し んかい2000 」お よびr なつ し

ま」の桑組員には，大変お世話になった。また，

気象|?地磁気観測所からは，陸上データを提供し

ていただいた。

以上の機|掲に対し，心より謝童を表します。

｀･-` -二　　　　　丶--二-･●

図 ４　 海 戚 観 測 ス テ ー シ ョ ン 上 の｣皀 畠 気 仝 岶 力 と 陸 上

デ ー タ{ 御 前 崎} と の 比 較 。 ＯＭＥ は 伽 前 畸 鷏 測

所 の デ ー タ。OBP-OME は ， 海 底 の デ ー タ か ら

御・ 崎 の デ ー タ を 引 い た 残 差 。 他 の 記 号 は ， 図

２と| 司じ 。

Fig. 4　Comparison 01 111e 黔ｃｓｌｇ●eajc tola! force

observed  on　iht Ｏｃｅａ● Ｂｏ１１０１１ ０ｂsel･vation

Station with the dala 01 1he O 渭ａｅyaki

Ob ｓｅrｖａ１０ｒy･

OME : (; ｅｇｍａＳｌｅtic vａrｉａｌｉｏｌ ａ１ １１１ｅ Omaezaki

【】Iｓｅrｖaloj･y･

ＯＢＩ゙ -Ｏ ＭＥ : Residual 粐ollagneljc variation by

subtracting OM11 from  OBP.

Oilier ･ ０１１ａｊｏｎｓ ralj{jw Fig.  2.
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